
　川崎市は、今年 7月１日に市制 90 周年の記念すべき日を迎えま

した。

　大正13年に県下で３番目の市として、約 5万人で誕生した本市は、

戦後、製造業を中心とした産業都市として急速に発展するとともに、人

口も爆発的に増加し、現在は145万人を超える市民が住む大都市へ

と成長しました。

　本市が、「安心のふるさと」づくりによる成熟したまちづくりと「力強

い産業都市」づくりによる成長をバランスよく進め、誰もが幸せに暮

らせる「最幸のまち　かわさき」づくりを目指す上で、精度の高い統計

情報は、行政運営における基礎資料として大変貴重なものです。

　この「統計データブック」は、「川崎市統計書（平成25 年版）」及び

「大都市比較統計年表（平成24 年版）」などから、市民生活に関わり

の深い統計情報を中心に、分野別、体系的に整理し、グラフや解説を

加えて分かりやすく編集しています。

　本冊子を通して多くの皆さんに活気溢れる本市の現況について

理解を深めていただければ幸いです。

発刊にあたって

平成２６（２０１４）年１１月

川崎市長　　福　　田　　紀　　彦



川崎市の90年間の変遷
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統計表中の符号の用法は次のとおりです。
「０」、「0.0」……単位未満
「―」……皆無又は定義上該当数字がないもの
「▲」……マイナス又は比較減を表わす

「Ｘ」……該当数字はあるが発表をさしひかえたもの
「…」……数字が得られないもの
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